
※水量・水質研究委員会報告書　
社団法人 型式浄化槽協会（現　
一般社団法人 浄化槽システム
協会）調べ

各施設の排水における
T-N（全窒素）の平均値

●一般的な
　戸建住宅

●事務所

●工場
　（厨房無）

37.7mg/L

75mg/L

93mg/L

一
般
家
庭
と
事
業
所
に

お
け
る
排
水
の
違
い

窒
素
濃
度
と

B
O
D
の
関
係

2
0
0
6
年
2
月
に
改
正
さ
れ
た
浄
化
槽
法
に
よ
り
、
放
流
水
の
技
術

上
の
水
質
基
準
値
と
し
て
、
B
O
D
20
㎎
／
L
が
示
さ
れ
た
。
合
併
処
理
浄

化
槽
で
一
般
家
庭
排
水
を
処
理
す
る
場
合
は
、
問
題
な
く
そ
の
機
能
を
発
揮

す
る
が
、
事
業
所
か
ら
の
し
尿
系
中
心
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
処
理

し
き
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
背
景
と
対
策
に
迫
る
。

炊
事
や
洗
濯
、
風
呂
な
ど
の

生
活
排
水
が
中
心
と
な
る
一
般

家
庭
に
対
し
、
工
場
や
事
務
所

な
ど
事
業
所
か
ら
の
排
水
は
し

尿
系
が
中
心
と
な
る
。
さ
ら
に
、

近
年
は
節
水
型
ト
イ
レ
の
普
及

に
よ
り
、
し
尿
に
含
ま
れ
る
ア

ン
モ
ニ
ア
性
窒
素
の
濃
度
が
濃

く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
浄
化
槽
へ
の
負
荷
も
高

く
な
り
、
放
流
水
の
水
質
の
基

準
で
あ
る
B
O
D
20
㎎
／
L
を

超
過
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

水
質
指
標
で
あ
る
B
O
D

は
、
有
機
物
の
分
解
に
と
も
な
う

C-

B
O
D
と
、
窒
素
の
酸
化
（
硝

化
反
応
）
に
と
も
な
う
N-

B
O
D

の
合
計
値
と
な
る
。
河
川
の
汚
染

対
策
か
ら
始
ま
っ
た
B
O
D
の

概
念
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

C-

B
O
D
で
占
め
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
が
、
ア
ン
モ
ニ
ア
性

窒
素
を
含
む
排
水
の
場
合
に
限
っ

て
は
、
N-

B
O
D
の
値
が
高
く
検

出
さ
れ
て
い
る
。

放
流
水
質
基
準
で
あ
る

B
O
D
20
㎎
／
L
を
よ
り
確
実
に

達
成
さ
せ
る
た
め
に
、
近
年
、
特

に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
す

る
企
業
で
は
、
全
窒
素
の
流
入
濃

度
に
ま
で
配
慮
し
た
設
計
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

事
務
所
や
工
場
の

し
尿
系
中
心
の
排
水
を

適
切
に
処
理
す
る
に
は

2号連続特集2号連続特集

● BODとは

● 測定方法

● C-BODと N-BOD

Biochemical oxygen demand（生物化学的酸素要求量）
のことで、最も一般的な水質指標のひとつ。

採水した水を密閉容器に入れ、5日間 20℃の暗所で培
養。その期間に、水中の微生物が有機物の分解や硝化
反応で消費した水中の酸素量を測定する。

6CO2 ＋ 6H2O 

2NO2
- ＋ 2H2O ＋ 4H+

2NO3
- 

BODを詳しく解説

有機物の分解にともなう
C-BODの有機物分解式

窒素の酸化にともなう
N-BODの硝化反応式

有機物（汚れ）

アンモニア性窒素

亜硝酸性窒素

ここで使用した酸素量が C-BODとなる。

ここで使用した酸素量がN-BODとなる。

C6H12O6

2NH4
+

2NO2
-

6O2

3O2

O2

▲BOD測定の様子
　（フジクリーン工業（株）水環境研究所）

（1）	 水 泥 新 聞	 2018 年（平成 30年）3月 5日	月曜日　発行
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節水型トイレの歴史
1975 年に設定された浄化槽における設
計基準では 13L の洗浄水量が用いられて
いるが、節水化が進む近年のトイレにお
いては、洗浄水量は 5L 以下が主流となっ
ており、一番少ないものは 3L と節水化
が進んでいる。
環境や家計にやさしいトイレの節水も、
こと浄化槽においては必ずしも望ましい
とは一概には言えない。
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5L以下に

メーカー3社の洗浄水量の推移



●KJ（夾雑物除去槽）

● ZR（前置担体流動槽）

●KR1、2
　（嫌気ろ床槽第 1室、第 2室）

● R（担体流動槽）

● JR（循環ろ過槽）

● S/HP（消毒槽／放流ポンプ槽）

堆積汚泥およびスカムを貯留。

微生物によって、槽内水を好気的に処理。

汚水を固液分離。さらに微生物により、硝酸性窒素と亜硝酸
性窒素を窒素ガスに還元（脱窒）。

有機物の好気処理およびアンモニア性窒素を酸化（硝化）。

浮遊物質（SS）を重力沈降し、ろ過。

処理水を消毒剤で消毒。

【 用 語 解 説 】

T-N50mg/L
槽全長 9,220mm

T-N80mg/L
槽全長 11,910mm

2,360mm 1,150mm 1,350mm 1,350mm 1,710mm 650mm 650mm

2,360mm 1,450mm 2,100mm 2,050mm 2,650mm 650mm 650mm

KJ ZR KR1 KR2 R JR S/HP

KJ ZR KR1 KR2 R JR S/HP

PCN 型（125 人槽）、排水量 25㎥ / 日、排水時間 8h の場合

（2）	 水 泥 新 聞	 2018 年（平成 30年）3月 5日	月曜日　発行

排
水
処
理
に
有
効
な

P
C
N
型

事
務
所
や
工
場
な
ど
、
し
尿

系
中
心
の
排
水
を
処
理
す
る

場
合
は
、
流
入
T-

N
（
全
窒

素
）
を
十
分
に
検
討
し
て
浄
化

槽
の
計
画
に
あ
た
る
必
要
が
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
際
の
基
準

と
さ
れ
る
J
I
S
算
定
値
に

は
、
流
入
T-

N
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
。
B
O
D
値
に
つ
い
て

も
1
9
8
0
年
以
降
、
大
き
な

変
更
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

現
状
と
の
相
違
点
が
少
な
く
な

い
。
例
え
ば
、
工
場
・
作
業
所
・

研
究
所
・
試
験
場
（
厨
房
設
備
無
）

の
場
合
、汚
水
量
が
60
（
L
／
人
・

日
）、
B
O
D
値
は
1
5
0
（
㎎

／
L
）
と
示
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
節
水
型
ト
イ
レ
の
普
及

に
よ
り
、
実
際
は
汚
水
量
が
半

分
で
濃
度
が
2
倍
と
な
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
受
け
ら
れ

し
尿
系
中
心
の

事
務
所
や
工
場
に

浄
化
槽
を

設
置
す
る
際
の
注
意
点

施
工
性
抜
群
の
I
型
に
も

対
応
し
た
P
C
N
型

る
。
こ
の
場
合
、
設
計
負
荷
量

を
大
幅
に
上
回
り
、
排
水
が
適

切
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
状
況
に
な
る
。

放
流
水
の
水
質
基
準
値
で
あ
る

B
O
D
20
㎎
／
L
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
に
は
、
J
I
S
算
定
値
で

浄
化
槽
の
計
画
を
行
う
の
で
は
な

く
、
実
際
の
使
用
状
況
を
想
定
し

た
流
入
量
・
濃
度
で
計
画
す
る
必

要
が
あ
る
。

フ
ジ
ク
リ
ー
ン
か
ら
発
売
中
の

P
C
N
型
は
、
し
尿
系
排
水
の
処

理
に
有
効
な
嫌
気
ろ
床
担
体
流
動

循
環
ろ
過
方
式
を
採
用
。
処
理
対

象
人
数
51
〜
180
人
ま
で
を
対
象
に
、

事
務
所
や
工
場
の
排
水
処
理
に
活

躍
し
て
い
る
。
施
工
性
向
上
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
簡
素
化
な
ど
、
多

方
面
か
ら
の
評
判
も
上
々
だ
。

事
務
所
や
工
場
な
ど
の
施
設
に

設
置
さ
れ
る
大
型
浄
化
槽
は
、
埋

没
し
た
上
部
を
駐
車
場
な
ど
に
利

用
す
る
場
合
が
多
い
。そ
の
た
め
、

荷
重
が
浄
化
槽
本
体
に
か
か
ら
な

い
よ
う
に
配
慮
が
必
要
と
な
る
。

一
般
的
な
対
策
と
し
て
、
浄
化
槽

管
体
の
周
囲
に
補
強
柱
を
立
て
る

方
法
が
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
補
強

柱
を
施
工
す
る
分
だ
け
余
分
に
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
る
。
フ
ジ
ク

リ
ー
ン
独
自
の
柱
付
管
体（
I
型
）

は
、
浄
化
槽
管
体
と
補
強
柱
枠
を

一
体
化
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
。
補

強
柱
枠
に
柱
鉄
筋
を
差
し
込
み
、

上
部
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し

込
む
だ
け
で
、
本
体
、
ス
ラ
ブ
、

ベ
ー
ス
が
完
全
に
一
体
化
し
、
固

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

流入T-N（全窒素）で槽容量を決定
PCN型は、流入 T-N（全窒素）の設定によって浄化槽の槽長が決定される。

コラム

メンテナンスの簡素化を実現
夾雑物除去槽の水を前置担体流動槽へ送り、
ばっ気することにより汚泥のスカム化を促
進。汚泥がスカム化することで容量の低減が
でき、コンパクトなサイズそのままで、清掃
頻度を抑えることが可能になった。

※汚泥が全量スカム化した場合のイメージ図

汚泥がスカム化すると体積は 1/4 になります。
（当社実験でのデータ）

1,000L
20,000mg / L

汚泥

250L
80,000mg / L

スカム

▲補強柱枠に柱鉄筋を差し
込む様子


